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１．緒　　　言
日本フルードパワーシステム学会は，日本油空圧協会として1970（昭和45）年に設立され，その後， 1982（昭和57）年に社団法人日本油空圧学会に改組され，さらに2001（平成13）年に社団法人日本フルードパワーシステム学会に名称を変更して今日に至っている．その間，油圧工学，空気圧工学を初めとする流体制御に関する学理およびその応用についての情報交換を通じて研究と技術の進歩，普及，発展を図ってきた．流体制御技術を守備範囲とする専門学会としては，諸外国にも例の少ないユニークな存在である．
　日本フルードパワーシステム学会では油圧工学1)や空気圧工学2),3)さらに水圧技術4)-7)など流体制御技術の発展のために様々な活動を行っている．学会の最も重要な活動のひとつに学会誌と論文集の発行がある．前者は年6冊，発行されている．また，後者は2018年からWebジャーナルに完全移行した．論文発表などの講演会やセミナーの企画も様々な形で進められている．毎年春夏に開催される講演会や，3年に一度の国際シンポジウムなどである．この他にも共同ワークショップ等が企画されている．* 　　  20xx年yy月zz日　原稿受付
1    　フルードパワー大学大学院流体制御研究科
　（所在地：東京都港区公園1-2-3）
2   　フルードパワー大学大学院（現，株式会社油空圧）
　（所在地：東京都港区公園1-2-3）
　（Corresponding author: jiro@yukuatsu.com）
3　先端水圧工業株式会社
　（所在地：大阪市港区海岸4-5-6）
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３．会誌と論文集
3.1 会誌
油空圧工学の発展に伴って，油空圧の機器を中心とする研究の対象が，次第にシステムとその制御に広がり，また作動媒体も油と空気から水やER流体，磁性流体等へと広がりを見せていることに鑑み，これまで用いてきた会誌名称「油圧と空気圧」を1998年（第29巻，第1号）から「フルイドパワーシステム」に変更した．2002年（第33巻，第1号）には学会名である日本フルードパワーシステム学会に合わせて「フルードパワーシステム」に変更して，現在に至っている．
3.2 論文集
2018年より和文誌を「日本フルードパワーシステム学会論文集」，英文誌を「JFPS International Journal of Fluid Power System」として，オンライン（J-STAGE）ジャーナルで発行している．



Fig.1　Model of cushion plunger

４．学術講演会およびセミナーなど
学会の活動の基幹となる講演会，講習会等に関しては，従来，毎年二回春・秋の学術講演会，年数回の講習会，セミナー，技術研修会を行っており，活発な発表が行われている．
５．国際シンポジウム
流体制御に関する国際シンポジウムは3年ごとに開催しており，次の特性曲線に合わせて準備が進められている．
	(1)

ただし，は正数である． 
６．結　　　言
このファイルは，Microsoft Word のテンプレートファイルである．一行は26文字程度に設定されている．
脚注の電子メールアドレスは Corresponding author のみを記載する．
スタイルは標準になっている．スタイルを選んだだけで自動的にこのようにできると良いが，現段階は後から手作業で行っていただきたい．
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